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数学Ⅱ・数学 B 

問 題 選 択 方 法 

第１問 必答 

第２問 必答 

第３問 
 いずれか２問を選択

し、解答しなさい。 

第４問  

第５問  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  数学Ⅱ･数学 B 

 

3 

 

第１問（必答問題） （配点 30） 

 

[１]０≦θ≦πの時、cos 2𝜃 = cos 3𝜃を満たすθは、値が小さい順にア、
イ

ウ
𝜋、

エ

オ
𝜋であ

る。cos 2𝜃 = cos 3𝜃を変形すると、 

  カcos3 𝜃 −キcos2 𝜃 −クcos 𝜃 + 1 = 0 

となるので、 

 cos 𝜃 =ケ ，
コサ±√シ

ス
  となる。 

 

 

[２]（問題）722の桁数を求めよ。ただし、log10 2 = 0.3010 , log10 3 = 0.4771とする。 

 

 上の問題に答えるために、太郎君と花子さんが議論をしている。空欄に当てはまる数字

を答えよ。ただしツについては、後ろの選択肢から選べ。 

 

太郎くん：722の桁数を求めるには、log10 7の値を求める必要があるね。log10 2と log10 3の

値から、log10 7のおおよその値を求めてみよう。 

 

花子さん：まずは 48＜49 という大小関係に注目してみよう。両辺を底が 10 の対数をとる

と、セlog10 2 + log10 3 <ソlog10 7 という不等式が得られるね。 

 

太郎くん：次に 49＜50 という大小関係に注目してみると同様にして 

  タlog10 7 <チ− log10 2 という不等式も得られるね。 

 

花子さん：これら２つの不等式からlog10 7のおおよその値は ツ  であることが分かった

ね。ここから、10
テト

< 722 < 10
テト+1

なので、722はナニ桁だとわかったね 
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太郎くん：ということは、(
1

7
)22を小数で表した時には、小数第ヌネ位はじめて 0 ではない

数が現れるね。 

 

ツの選択肢 ⓪0.812  ①0.845  ②0.874  ③0.903 

      ④1.624  ⑤1.690 
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第２問（必答問題） （配点 30） 

 

[１]以下の２人の会話は論理的に正しくなるように空欄に当てはまる式を以下の選択肢か

らそれぞれ 1 つずつ選べ。 

 

次郎くん：この前数学の問題で「a=b=c であることを証明せよ」っていうものを解こうと

したんだ。最初僕はアという式を変形しながら解こうとしたんだけど、この式では a=b=c

であるための必要条件ではあったんだけど、十分条件ではなかったんだ。 

 

三郎くん：それは違うね、アの式はイということを意味する式だからね。正しくはウと

いう式を変形して解けばいいよ。 

 

ア，ウの選択肢 

 ⓪(𝑎 − 𝑏)(𝑏 − 𝑐)(𝑐 − 𝑎) = 0 

 ①𝑎2 + 𝑏2 + 𝑐2 = 0 

 ②𝑎𝑏𝑐 = 0 

 ③(𝑎 − 𝑏)2 + (𝑏 − 𝑐)2 + (𝑐 − 𝑎)2 = 0 

  ④𝑎𝑏 + 𝑏𝑐 + 𝑐𝑎 = 0 

 

イの選択肢 

 ⓪𝑎 = 𝑏 = 𝑐 = 0 

 ①𝑎 = 0 または 𝑏 = 0 または𝑐 = 0 

 ②𝑎 = 𝑏 = 0 または 𝑏 = 𝑐 = 0 または𝑐 = 𝑎 = 0 

  ③𝑎 = 𝑏 = 𝑐 

  ④𝑎 = 𝑏 または 𝑏 = 𝑐 または𝑐 = 𝑎 

 

 



  数学Ⅱ･数学 B 

 

6 

 

[２] 

 𝑎を 0 でない定数とする。３次関数𝑓(𝑥) = 𝑎𝑥3 + 6𝑎𝑥2 − 3𝑥がある。この３次関数𝑦 =

𝑓(𝑥)は、極値を２点𝛼, 𝛽でとる。ただし𝛼 < 𝛽かつ𝑓(𝛼) < 𝑓(𝛽)である。以下の空欄に当て

はまる数字を答えよ。ただし、エ，オ，セ，ソ，ナ，ホに当てはまるものは後ろの選

択肢からそれぞれ１つずつ選べ。 

 

花子さん：極小値は、𝑥 =エでとるので、𝑎オ0 …(X) だね。 

 

太郎くん：３次関数𝑦 = 𝑓(𝑥)を𝑥で微分すると、𝑓′(𝑥) =カキ𝑥2 +クケコ𝑥 −サ となる。 

𝑓′(𝑥)の𝑥に𝛼を代入したときの微分係数はシとなるね。また、𝛼と𝛽が異なる２つの実数

として存在するための条件はス𝑎2 + 𝑎セ 0 だから、(X)の条件と合わせて 

𝑎ソ
タチ

ツ
 だね。さらに𝛼＋𝛽 =テトだから、𝛼ナ 0 であることも分かるね。 

 

花子さん：この関数は𝑎の値に関わらず定点(ニ, ヌ)と(ネノ, ハヒ)を通り、𝑥 =ニにおけ

る接線の傾きはフヘとなる。以上のことから、𝑦 = 𝑓(𝑥)のグラフは右向きを𝑥軸正、上向

きを𝑦軸正としてグラフを描いてみたらホとなったよ。 

 

エの選択肢：⓪0 ①α ②β ③－３ 

オ，セ，ソ，ナの選択肢：⓪＜ ①＞   
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ホの選択肢：  
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第３問（選択問題） （20 点配点） 

 

𝑥 =
48√5

√5−1
がある。 𝑥 の分母を有理化すると 𝑥 = アイ  +  ウエ  √オである。 

よって𝑥に最も近い整数はカキである。 

𝑛 を 自 然 数 と し 、 𝑎𝑛 を 𝑥 の 値 に 𝑛 番 目 に 近 い 正 の 奇 数 と す る 。 

𝑎1 =クケ, 𝑎2 =コサ, 𝑎3 =シス  となる。𝑎𝑛 <カキを満たす最大の𝑛はセソである。 

𝑎
セソ+1

=  タチツ  となり、 𝑛 ≥セソ+ 1では数列 𝑎𝑛は公差テの等差数列になる。 

∑ 𝑎𝑘 =  ∑  (ト𝑙 −ナ)100
𝑙=1 =ニヌネノハ100

𝑘=1  となり、また、∑ 𝑎𝑘 = 2001
ヒフ

𝑘=1 となる 
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Ｏ 

B Ａ 

第４問（選択問題） （20 点配点） 

 

左の図のように三角形 OAB がある。 

OA = 2, OB = 3, AB = 4 を満たしている。 

𝑂𝐴⃗⃗⃗⃗  ⃗ = 𝑎  , 𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ = 𝑏⃗ とする。 

以下の空欄を埋めよ。 

ただし、オとヌは後ろの選択肢から選べ。 

 

 

| 𝑏⃗ − 𝑎  | =ア より、𝑎 ∙ 𝑏⃗ =
イウ

エ
となる。 

つまり、三角形 OAB はオである。 

次に O から辺 AB に向けて垂線を下ろし、その垂線と辺 AB との交点を H とする。 

𝑂𝐻⃗⃗⃗⃗⃗⃗ = 𝑠𝑎 + 𝑡𝑏⃗  (s,t は実数)とおくと 

𝑂𝐻⃗⃗⃗⃗⃗⃗ ∙ 𝐴𝐵⃗⃗⃗⃗  ⃗ =カ,  𝑠 + 𝑡 =キ より、𝑠 =
クケ

コサ
, 𝑡 =

シス

セソ
となる。 

また、点𝐴′を辺 OB に関して A と対称な点とする。 

|𝑂𝐴′⃗⃗⃗⃗⃗⃗  ⃗| =タ, 𝑂𝐴′⃗⃗⃗⃗⃗⃗  ⃗ ∙ 𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ =
チツ

テ
 となるので、 

𝑂𝐴′⃗⃗⃗⃗⃗⃗  ⃗は𝑎 と𝑏⃗ を用いて表すと、𝑂𝐴′⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ =ト𝑎 −
ナ

ニ
𝑏⃗ となる。 

また三角形 OA’B の外接円を C とすると C の中心は三角形 OA’B のヌにある。 

オの選択肢：⓪鋭角三角形 ①直角三角形 ②鈍角三角形 

ヌの選択肢：⓪外部 ①周上 ②内部 
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第 5 問（選択問題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（省略） 
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